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3．　調 査 方 法
　被験者は，①重度な精神疾患ではなく，「健康」な範囲
にいる，②都市部で働く女性（専業主婦を含む）であり，
③自然が好きであること，④年齢は 20 歳から 60 歳，を条
件とし，ボランティアの募集を行ったところ，大阪府在住





























散策）を計 12 回開催した。N さんの調査期間は，途中体調
不良による 2 回の欠席があり，その分延長したため，2013
年 9 月から 2014 年 10 月までとなった。
　傾聴散策の行程は，13 時 30 分に「緑地公園駅」に集合
し，まず生理的ストレス反応の測定，気分評価とワーク
シート14） の記入（約 15 分）を行った。その後，傾聴しなが
ら散策（約 1 時間・10 分間程度の仰臥を含む）を行い，
散策終了後に生理的ストレス反応の測定，気分評価の記入
（約 15 分）をし，緑地公園駅にて 15 時前後に解散した。





者の職場において，午前 1 回と午後 1 回の測定可能な時間
に生理的ストレス反応の測定と気分評価，ワークシートの

























































第 2 主成分の累積寄与率は 72.4% となった。第 1 主成分（寄
与率 48.1%）は，総合的な気分として測定の際に N さんが
一番強く感じている状態を「測定時の中心的な気分評価」







































































　1 回目：Co と N さんは初対面であった。N さんは，暗く，
















































マフラーを持参したことを Co に伝え，仰臥後には「10 分
は短い」と繰り返し言った。この回も N さんには，どんぐ
りを避けながら歩く姿がみられた。




























































































































　10 回目～11 回目の環境比較調査においての N さんは，
カフェにいる人々や街中の人や車の通行を気にすることな
く，話し続けた。そのため，Co は，初回～3 回目の N さん
を思い出し，N さんが間近で起きた出来事や日常で気に
なった点を次々に報告していた印象を持った。しかしなが
ら，12 回目においての N さんは，一通り気になったこと












































































































た話が多かった。初回～6 回と環境比較を行った 10 回～
11 回では，調査時間内のほとんどを N さんの身の回りで
起きた出来事や日常で気になったことを話したが，7 回～
9 回と 12 回の最終回では，沈黙のまま散策する時間やそ
の合間に N さん自身について話す様子が見られるように



























































































study  investigated  the effects  of  attentive  listening and walking counseling  (called Forest Walking 
Counseling (FWC)) utilizing a city Green Park.  FWC was attempted once a month, and each time for 1 






the counselor’s attentive  listening might have an effect to relieve the participant’s stress.   Moreover,  it 
was  indicated that  the participant  felt relaxed and refreshed by watching trees and spending time  in 
silence during walking in all seasons in the green park.  Consequently, it showed that FWC had a positive 
effects on useful forest amenities and mental health provision for working women.
Key words：a working woman, physiological stress, mood evaluation, a forest walking counseling, forest park
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